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勤務形態の多様化に伴い労働者の生活時間帯が多様化し，生活時間帯のずれによる健康影響が危惧されている．

夜勤のある交代勤務者は日光照射の機会が減少しビタミン D 不足になることが懸念される．長期間の交代勤務に

よる骨粗鬆症性骨折リスクの上昇が米国の看護師を対象とした疫学研究によって示されており，これには夜勤・

交代勤務によるビタミン D 不足が一因として疑われているが，夜勤者の 25-OH ビタミン D（25OHD）濃度を調

べて検証した例はまだほとんどない．夜勤を含む交代勤務者に対するレアメタルの長期慢性ばく露の影響に関す

る研究の一環として，夜勤・交替勤務者に対するレアメタルの長期慢性ばく露が骨粗鬆症性骨折リスクの上昇を

どのように修飾するか検討しておく必要がある．その際,リスク上昇の背景要因を検討しておくことは重要である

ので，主となる要因の一つであるビタミン D との関係を検討することとした．本研究では夜勤・交代勤務者の

25OHD 濃度を測定し，常日勤者のそれと比較検討した．2009 年 7 月下旬に大阪府内の金属取扱工場（総従業員

数 60 名程度）に勤務する夜勤・交代勤務者・常日勤者のうち同意の得られた合計 19 名から採血を実施した．血

清を分離し凍結保存し，25OHD 濃度をラジオイムノアッセイ法で測定した．測定に際しては，プール血清から

調製したコントロール血清を併行して測定し，測定の再現性を監視した．25OHD は参加者 19 名全員の血清から

測定された．交代勤務者は全員男性であったため，解析対象者を男性労働者（23-62 歳, n=14）に限定した．その

際，勤務時間帯が不明であった一名を除外した．検定の結果，群間の 25OHD 濃度に差はなく（p=0.98），勤務時

間帯の違いによる差違は観察されなかった．本研究では夜勤のためにビタミン D 不足になるという仮説を支持す

る結果は得られなかった． 
キーワード: 夜勤，交代勤務，勤務体制，勤務時間帯，ビタミン D 不足，断面研究． 

 
1 はじめに 

勤務形態の多様化に伴い労働者の生活時間帯が多様化

し，生活時間帯の違いによる健康影響が危惧されている．

交代勤務・夜勤で働く労働者が増えており，先進国では

約 20%の労働者がそのような勤務体制で働いている 1)．

夜勤・交代勤は循環器疾患やホルモン関連腫瘍を含む

様々な疾患のリスクを増加させることが示されてきてい

る 2-4)．たとえば交代勤務者は夜勤によって日光照射の機

会が減少しビタミン D 不足になることが懸念される．20
年以上の交代勤務による骨粗鬆症性骨折リスクの上昇が

米国の看護師を対象とした大規模前向きコホート研究に

よって示されており，これには夜勤・交代勤務による日

光照射不足に伴うビタミン D 不足が一因として疑われ

ているが 4)，夜勤者の 25-OH ビタミン D（25OHD）濃

度を調べて検証した例はまだほとんどない．ビタミン D
は肝臓で 25OHD に代謝され，さらに腎臓で活性型ビタ

ミン D に変換される．25OHD はビタミン D 代謝物の中

で最も半減期が長く，個人のビタミン D レベルの指標と

して広く用いられている．夜勤・交代勤が個人のビタミ

ン D レベルに及ぼす影響が明らかになれば，骨粗鬆症性

骨折を含む交代勤務関連疾患から労働者を守るために有

効な対策を立てることができる． 
夜勤を含む交代勤務者に対するレアメタルの長期慢性

ばく露の影響に関する研究の一環として，夜勤・交替勤

務者に対するレアメタルの長期慢性ばく露が骨粗鬆症性

骨折リスクの上昇をどのように修飾するか検討しておく

必要がある．その際,リスク上昇の背景要因を検討してお

くことは重要であるので，主となる要因の一つであるビ

タミン D との関係を検討することとした．本研究では夜

勤・交代勤務者の 25OHD 濃度を測定し，常日勤者のそ

れと比較検討した． 
 

2 対象と方法 
2009 年 7 月下旬に大阪府内の金属取扱工場（総従業

員数 60 名程度）に勤務する夜勤・交代勤務者・常日勤

者を対象に断面研究を行った．42 名の定期健康診断受診

者のうち 25 名（年齢 22-62 歳）が研究参加に同意し，

そのうち合計 19 名から空腹時血液の提供が得られた．
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研究参加者は自記式質問票に回答した．質問票は勤務体

制や作業内容を含む職業歴ならびに睡眠習慣や夜勤の週

に日中外出する頻度を含む生活習慣に関する項目を含ん

でいる．さらに，健康診断結果から年齢，性別，身長，

体重を含む体格や健康状態に関する情報を得た．研究参

加者はインフォームド・コンセントを経て同意書にサイ

ンして研究に参加した．本研究は独立行政法人労働安全

衛生総合研究所倫理審査委員会の承認を得て実施した． 
対象者は調査実施時の勤務体制に従い次のように 3 群

に分けられた．常日勤者（勤務時間は主に 8:30-17:00），
夜勤のない交代勤務者（主に 8:30-17:00 と 13:10-21:35；
さもなければ 8:30-17:00 と 10:30-19:00），そして夜勤の

ある交代勤務者である．夜勤のある交代勤務者は 3 班か

らなり，一週間交代で次の 3 つの勤務時間帯で働いてい

た．日勤（8:30-17:00），夕勤（13:10-21:35）そして夜

勤（21:30-6:00）である．工場は週 5 日操業のため，夜

勤の頻度は 3 週間に 5 回であった． 
採血後，血清を分離し凍結保存し，25OHD 濃度をラ

ジオイムノアッセイ（RIA）法で臨床検査機関（エスア

ールエル）にて測定した．25OHD 測定において RIA 法

は competitive protein binding assay 法よりも正確であ

ることが示されている 5,6)．さらに分析の日間変動による

誤差を回避するために全検体を同一日に測定し，測定に

際しては，プール血清から調製したコントロール血清を

併行して測定し，測定の再現性を監視した．分析者は勤

務体制を含む対象者の情報を知らされずに分析した． 
交代勤務者は全員男性であったため，解析対象者から

女性（n=4, 全員常日勤者）を除外し男性労働者（23-62
歳, n=14）に限定した．その際，勤務時間帯が不明であ

った一名を除外した．最終的に常日勤者 6 名，夜勤のな

い交代勤務者 4 名，夜勤のある交代勤務者 4 名を解析対

象とした．この 3 群間で血清中の 25OHD 濃度を

Kruskal-Wallis 検定を用いて比較した．さらに，年齢を

共変量とした共分散分析を行った．統計解析は R 
（version 2.10.1） 7) を用いて行った．検定はすべて両

側で行い，有意水準は 0.05 とした． 
 

3 結     果 
25OHD は参加者 19 名全員の血清から測定された．対

象者の特性は表 1 に示す通りで，年齢以外に勤務体制の

群間で差は見られなかった． 
勤務体制と血清中 25OHD 濃度の関連を図 1 に示す．

箱ひげ図の箱部分の横線は上から上側四分位点，中央値，

下側四分位点を示している．箱ひげ図のひげは箱の長さ

の 1.5 倍を超えない範囲で最も極端なデータ点を示して

いる．Kruskal-Wallis 検定の結果，群間の 25OHD 濃度

に差はなく（p=0.98），勤務時間帯の違いによる差違は

観察されなかった．群間で年齢に差があったが（p=0.02），
共分散分析で年齢を調整した場合も群間で 25OHD 濃度

に差はなかった（p=0.87）．年間で紫外線の強い 25OHD
濃度の高い時期に調査したにも関わらず，それでもビタ

ミン D 不足の基準である 20 ng/mL を下回る対象者が常

日勤者を含め各群に見られた． 

 

 
4 考     察 

太陽紫外線強度は年間で変化するため，それに伴いヒ

トの 25OHD 濃度は季節変動することが知られているが，

今回の調査では全員から同一日に一斉に採血しているた

めその影響は排除されている．夏季の測定であったため

濃度が高い労働者が多かったが，それでも 14 名中 4 名

でビタミンD不足の基準である 20 ng/mLを下回ってお

り，常日勤でも低濃度（10 ng/mL）の男性労働者が一名

いたことから，常日勤の室内労働者では夏季でもビタミ

ン D 不足になる可能性が示唆された． 
夜勤と 25OHD の間に関連が見られなかった結果は先

行研究と一致している．Maeda ら 8)によれば，夏季にお

いて，週一回以上夜勤のある医師と医学生，室内労働者

の間で 25OHD 濃度に有意な差は見られなかった．また，

表 1 解析対象者の基本特性 (平均値). 

 常日勤 
交代勤  
(夜勤 
なし) 

交代勤

(夜勤

あり)
p 値*

n 6 4 4 - 

年齢 [歳] 51.8 43.5 39.5 0.02

Body mass index [kg/m2] 23.6 23.6 22.6 0.44

月労働時間 [時間]†,‡ 160 141 135 0.21

平均的な睡眠時間 [時間]† 6.00 6.00 6.88 0.14

通勤時間 [分]† 51.7 56.3 41.3 0.68

25-OH ビタミン D が  
<20 ng/mL である人数 

2 1 1 - 

*Kruskal-Wallis 検定.  
†自己申告.  
‡未回答があり n 減 (各 n=4, 4, 3). 

 
図 1 勤務体制と血清中 25-OH ビタミン D 濃度の関連 
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Nakamura ら 9)によれば，介護施設で働く女性の中で週

一回の夜勤の有無のほか年齢や日照時間等を説明変数と

し，25OHD（冬季採血）を被説明変数とした重回帰分

析で夜勤の効果は有意でなかった．これらの知見とは対

照的に，低ビタミン D（25OHD < 12 nmol/L）の夜勤・

交代勤務者の症例報告（n=1）があり 10)，今後も夜勤と

25OHD の関連を疫学的に検討する必要性が示唆されて

いる． 
夜勤の週の日光ばく露は本研究における夜勤と

25OHD 濃度の関連を薄めたかもしれない．自己申告の

回答によれば，夜勤のある交代勤務者の 4 人中 3 人が夜

勤の週の日中にしばしば外出している．日勤者がほぼ一

日中室内で作業するのに対し，夜勤者は昼間の時間が自

由で屋外で時間を過ごすことで，かえって日照を浴びて

いる可能性がある．残念ながら，夜勤・交代勤務者と常

日勤者の間で日照量を比較した研究はまだない．今後の

課題である． 
 本研究の結果は，低ビタミン D 以外に夜勤・交代勤務

者の骨粗鬆症性骨折リスクを増加させる要因があること

を示唆している．一つの可能性のある候補としてはメラ

トニンが考えられる．メラトニンは骨の健康に密接に関

連している 11)．しかし，メラトニンの作用をビタミン D
から切り離して独立に同定するのは困難である．なぜな

ら両者はともに日光ばく露の影響を受けるバイオマーカ

ーだからである． 
本研究にはいくつかの限界点がある．第一に，対象者

数が少ないため統計学的検出力が限られることがある．

それでも同様の研究はほとんどないため価値があると考

えられる．次に，本研究の結果をどのような交代勤務の

男女にまで一般化できるか必ずしも明確でない．たとえ

ば男性ではもともと女性よりも 25OHD レベルが高い．

ほかに限界点としては 25OHD の測定の不確かさが挙げ

られる．たしかに本研究で用いた RIA 法は competitive 
protein binding assay 法よりも正確であることが示さ

れている 5,6)．しかし，この分野では，25OHD 測定のば

らつきが指摘されている 6,12-14)．測定誤差が関連を薄め

た可能性がある．高速液体クロマトグラフ・タンデム質

量分析計を用いた安定同位体希釈法による測定が最も信

頼性が高いが 13)，装置や標準物質が高価で利用しにくい

問題がある．今回は解析対象を男性に限ったが，先に触

れた米国の骨折リスク研究の対象者の看護師は女性であ

ることや標本サイズを鑑み，今後は女性を対象とし n を

増やし年齢以外の要因も調整した検討が必要と思われる． 
本研究では夜勤のためにビタミン D 不足になるとい

う仮説を支持する結果は得られなかった．女性を含め対

象者数を増やし様々な形態の夜勤・交代勤を考慮した検

討が今後求められる． 
 
（本稿の内容は Itoh et al, Ind Health 49(5), 

p.658-662, 2011 に報告した内容にもとに，査読者からの

意見に従って変更を加えた．Ind Health 誌編集委員会に

は今回の公表について許諾を得ている．） 

 
参 考 文 献 

1)  Härmä M. Shift work among women--a century-old 
health issue in occupational health. Scand. J. Work 
Environ. Health. 2008; 34: 1-3. 

2)  Boggild H, Knutsson A. Shift work, risk factors and 
cardiovascular disease. Scand. J. Work Environ. Health. 
1999; 25: 85-99.  

3)  Costa G, Haus E, Stevens R. Shift work and cancer - 
considerations on rationale, mechanisms, and 
epidemiology. Scand. J. Work Environ. Health. 2010; 
36: 163-179.  

4)  Feskanich D, Hankinson SE, Schernhammer ES. 
Nightshift work and fracture risk: the Nurses' Health 
Study. Osteoporos. Int. 2009; 20: 537-542. 

5)  Ono Y, Suzuki A, Kotake M, Zhang X, 
Nishiwaki-Yasuda K, Ishiwata Y, Imamura S, Nagata 
M, Takamoto S, Itoh M. Seasonal changes of serum 
25-hydroxyvitamin D and intact parathyroid hormone 
levels in a normal Japanese population. J. Bone Miner. 
Metab. 2005; 23: 147-151. 

6)  Hollis BW. Assessment of vitamin D status and 
definition of a normal circulating range of 
25-hydroxyvitamin D. Curr. Opin. Endocrinol. Diabetes 
Obes. 2008; 15: 489–494. 

7)  R Development Core Team R: A language and 
environment for statistical computing. R Foundation 
for Statistical Computing, Vienna, Austria. 2010. 

8)  Maeda SS, Kunii IS, Hayashi L, Lazaretti-Castro M. 
The effect of sun exposure on 25-hydroxyvitamin D 
concentrations in young healthy subjects living in the 
city of Sao Paulo, Brazil. Braz. J. Med. Biol. Res. 2007; 
40: 1653-1659. 

9)  Nakamura K, Nashimoto M, Matsuyama S, Yamamoto 
M. Low serum concentrations of 25-hydroxyvitamin D 
in young adult Japanese women: a cross sectional study. 
Nutrition 2001; 17: 921-925. 

10)  Plehwe WE, Carey RP. Spinal surgery and severe 
vitamin D deficiency. Med. J. Aust. 2002; 176: 438-439. 

11)  Reiter RJ, Tan DX, Manchester LC, Pilar Terron M, 
Flores LJ, Koppisepi S. Medical implications of 
melatonin: receptor-mediated and 
receptor-independent actions. Adv. Med. Sci. 2007; 52: 
11–28. 

12)  Binkley N, Krueger D, Cowgill CS, Plum L, Lake E, 
Hansen KE, DeLuca HF, Drezner MK. Assay variation 
confounds the diagnosis of hypovitaminosis D: a call for 
standardization. J. Clin. Endocrinol. Metab. 2004; 89: 
3152–3157. 

13)  Binkley N, Krueger D, Lensmeyer G. 
25-hydroxyvitamin D measurement, 2009: a review for 
clinicians. J. Clin. Densitom. 2009; 12: 417–427. 

－105－

夜勤・交代勤務と血清中25-OHビタミンD濃度の関連



14)  Kristal-Boneh E, Froom P, Harari G, Ribak J. Seasonal 
changes in calcitropic hormones in Israeli men. Eur. J. 

Epidemiol. 1999; 15: 237–244.

 

－106－

労働安全衛生総合研究所特別研究報告　JNIOSH-SRR-NO.42(2012)



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




